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自
分
の
年
齢
が
、

六
十
代
前
半
で

早
逝
し
た
親
の
享

年
に
近
づ
い
て
き

た
。
親
の
享
年
を

迎
え
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
年
齢

の
通
過
と
は
違
い
、
大
き
な
節

目
と
い
う
感
覚
に
な
る
▼
「
親

が
こ
の
年
で
亡
く
な
っ
た
」
と

い
う
事
実
は
、
時
間
の
重
み
を

一
層
際
立
た
せ
る
。
そ
の
年
齢

を
越
え
、親
が
生
き
ら
れ
な
か
っ

た
時
間
を
元
気
に
生
き
て
い
き

た
い
、
そ
ん
な
不
安
や
希
望
が

入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
感
情
を

呼
び
起
こ
す
▼
若
い
頃
は
、
親

の
年
齢
な
ど
意
識
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
だ
が
齢
を
重
ね
る

ほ
ど
に
、
親
が
ど
ん
な
思
い
で

そ
の
年
を
過
ご
し
て
い
た
の
か

を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
仕
事
や
家
庭
の
責
任
、
体

力
の
衰
え
、
さ
さ
や
か
な
楽
し

み
。
そ
の
全
て
が
今
の
自
分
に

重
な
っ
て
見
え
る
▼
親
の
享
年

を
越
え
て
歩
む
道
は
、
自
分
自

身
の
人
生
の
仕
上
げ
と
い
う
感

覚
が
強
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

受
け
継
い
だ
バ
ト
ン
を
次
の
世

代
へ
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
公

私
で
与
え
ら
た
役
割
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
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障害労働者には、『できる事』と『できない事』がある

大  植　賢（豊岡市職労）

山下委員長あいさつ要旨

一人の百歩より百人の一歩
未来を切り開く学びと行動で組織拡大へ

　

県
本
部
の
課
題
を
３
点
に

絞
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。
第
１

は
政
治
活
動
で
す
。
先
の
参
議

院
選
挙
で
「
岸
ま
き
こ
」
さ
ん

が
当
選
し
た
が
、
県
内
の
得
票

状
況
を
み
れ
ば
、
私
た
ち
の
発

信
力
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
ま
た
、
国

政
は
不
透
明
さ
を
増
し
て
お
り
、

排
外
主
義
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を

掲
げ
る
政
党
が
議
席
を
伸
ば
す

な
ど
、
暮
し
や
行
政
に
不
安
を

与
え
る
動
き
も
強
ま
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
議
員
活
動
と
組

合
活
動
を
結
び
つ
け
、
組
合
員

に
見
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
で
、
政
治
参
加
の
大
切
さ

を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
２
は
現
業
・
公
企
闘
争
と

確
定
闘
争
。
上
下
水
や
道
路
な

ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
職
場

を
改
善
す
る
こ
と
は
、
市
民
生

活
を
守
る
社
会
運
動
そ
の
も
の

だ
。
労
働
協
約
や
労
働
委
員
会

の
活
用
を
強
化
し
、
評
議
会
運

動
の
力
を
高
め
る
こ
と
が
組
合

全
体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
確
定
闘
争
で
は
人
事
院

勧
告
の
完
全
実
施
に
加
え
、
誰

も
が
38
歳
で
４
級
に
到
達
で
き

る
昇
格
運
用
を
追
求
し
、
生
涯

賃
金
や
退
職
金
を
含
め
た
処
遇

改
善
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

第
３
は
組
織
拡
大
と
運
動
強

化
。
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
積
み

重
ね
が
現
在
の
到
達
点
を
築
い

た
が
、歩
み
を
止
め
れ
ば
成
果
す

ら
失
わ
れ
る
。
新
た
な
課
題
に

は
若
い
力
と
新
し
い
発
想
が
不

可
欠
で
あ
り
、学
習
を
通
じ
て
労

働
組
合
の
基
本
を
共
有
す
る
こ

と
も
重
要
。「
一
人
の
百
歩
よ
り

百
人
の
一
歩
」
が
大
事
。
役
員

任
せ
で
な
く
、
全
員
が
学
び・考

え
行
動
す
る
取
り
組
み
が
、未
来

を
切
り
開
く
。
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
発
言
で
、運
動
と
組
織
強
化

を
つ
な
げ
る
大
会
に
し
よ
う
。

別
や
排
外
主
義
を
あ
お
る
政
党

が
議
席
を
得
た
こ
と
は
大
き
な

課
題
。
現
在
、
自
民
党
は
総
裁

選
に
終
始
し
、
国
会
を
開
か
ず

政
権
の
先
行
き
は
不
透
明
。
維

新
と
の
連
立
が
取
り
沙
汰
さ
れ

る
中
、
副
首
都
構
想
な
ど
地
方

自
治
に
影
響
す
る
問
題
も
浮
上

し
て
い
る
。
私
は
国
会
で
意
見

を
反
映
し
、
党
内
で
も
対
応
を

進
め
て
い
く
。

　

こ
の
間
の
ご
支
援
に
心
よ
り

感
謝
す
る
。
今
回
、
自
治
労
の

議
席
を
守
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
立
憲
民
主
党
と
し
て
は
議

席
を
伸
ば
せ
ず
、
複
数
区
で
差

　

公
立
病
院
の
８
割
以
上
が
赤

字
で
あ
り
、
賃
上
げ
実
施
に
困

難
が
生
じ
て
い
る
。
地
域
医
療

を
守
る
た
め
、
国
に
財
源
確
保

を
求
め
て
い
く
。
財
源
な
き
減

税
論
が
広
が
る
中
、
社
会
保
障

を
持
続
可
能
に
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
守
る

こ
と
が
政
治
の
責
任
だ
。

年
ぶ
り
に
３
％
超
と
な
っ
た
人

事
院
勧
告
は
、
長
年
の
要
求
が

実
っ
た
成
果
だ
が
、
確
定
闘
争

で
は
格
差
是
正
や
処
遇
改
善
を

進
め
、
中
途
採
用
者
や
会
計
年

度
任
用
職
員
の
課
題
に
も
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
。

　

所
得
税
や
住
民
税
、
消
費
税

な
ど
の
減
税
が
議
論
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
先
に
ど
の
よ
う
な

社
会
を
築
く
の
か
と
い
う
視
点

が
欠
け
て
い
る
。
例
え
ば
「
１

０
３
万
円
の
壁
」
を
１
７
８
万

円
に
引
き
上
げ
れ
ば
、
全
国
で

住
民
税
が
４
兆
円
減
少
し
、
自

治
体
は
予
算
を
組
め
な
く
な

る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
医

療
を
守
る
ど
こ
ろ
か
、
人
材
確

保
も
困
難
と
な
り
か
ね
な
い
。

こ
う
し
た
議
論
に
対
し
、
私
た

ち
は
職
場
の
声
を
政
府
に
届
け

る
役
割
を
果
た
す
。
ま
た
、
34

　

役
員
改
選
で
は
委
員
長
に

尾
西
亮
太
郎
さ
ん
（
三
田
市
職

労
）、
副
委
員
長
に
、
三
木
大

岳
さ
ん
（
姫
路
市
職
）、
書
記

長
に
北
池
宏
光
さ
ん
（
神
戸
市

従
）
を
新
た
な
３
役
と
し
て
選

出
。
今
後
２
年
間
を
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

千
博
中
央
執
行
委
員
長
、
連
合

兵
庫
の
那
須
健
会
長
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
組
織

内
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
、

松
本
美
和
子
・
加
東
市
議
な
ど

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

経
過
報
告
に
関
し
て
は
、
国

民
皆
保
険
を
取
り
巻
く
状
況
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
へ
の
取
り
組
み
な
ど
３
人
か

ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
方
針
で
は
単
組
の
組
織

強
化
の
取
り
組
み
や
課
題
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
・
格
差
是
正
、
人
員
確
保
、

平
和
・
人
権
に
関
す
る
取
り
組

み
な
ど
13
人
が
発
言
し
た
。

　

県
本
部
は
10
月
４
日
に
神

戸
・
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
第
76
回

定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
大
会

に
は
１
０
７
人
の
代
議
員
が
出

席
し
、
報
告
で
３
人
、
議
案
で

13
人
の
代
議
員
が
発
言
し
た
。

新
年
度
の
運
動
方
針
や
秋
の
確

定
闘
争
に
向
け
た
当
面
の
闘
争

方
針
、
組
強
計
画
中
間
総
括
な

ど
、
全
て
の
議
案
が
圧
倒
的
多

数
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

　

大
会
議
長
に
は
土
取
節
夫
代

議
員
（
兵
庫
県
職
労
）、
永
川

衣
美
代
議
員
（
神
戸
市
職
労
）

が
選
出
さ
れ
議
事
を
進
め
た
。

　

山
下
忠
之
委
員
長
が
県
本
部

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
あ
と
、
自
治
労
本
部
の
石
上

尾西新委員長の団結ガンバロウ

県本部第76回定期大会

組
織
強
化・
拡
大
に
全
力
を

尾
西
新
執
行
部
体
制
を
確
立

石
上
中
央
本
部
執
行
委
員
長

減
税
論
に
異
論
、処
遇
改
善
に
全
力

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

賃
上
げ
困
難 

財
源
確
保
を
国
に
求
め
る

県本部大会特集号

17日　現業・公企第２次統一行動日（各単組）
25日　部落解放研究兵庫県集会（のじぎく会館）
６日　確定闘争勝利！県本部決起集会（のじぎく会館）
６日　秋期闘争勝利！青年女性決起集会

（ひょうご共済会館）

当面の日程



　　自治労兵庫県本部  （1993年９月６日　第三種郵便物認可）	 １ ６ ８ ３ 号　２ ０ ２ ５ 年 １ ０ 月 １ ５ 日　　（�）

尾西新委員長を選出
新たに三木さんが副委員長へ
北池書記長、藤田書記次長に

今回の大会で退任された役員
　今回の大会で下記の役員が退任致しました。在任中のご支援に
心から感謝を申し上げます。

執行委員長	 山下　忠之（播磨ブロック・高砂市職）
副執行委員長	 足立　育生（播磨ブロック・神河町職）
　　同 	 中川　敬市（但馬丹波ブロック・丹波篠山市職労）
書  記  次  長	 松本　賀仁（神戸ブロック・神戸市従）
	 　※引き続き現評選出執行委員として選出
会  計  監  査	 松尾　雅史（播磨ブロック・加古川市職労）
　　同 	 安井　智士（但馬丹波ブロック・香美町職）
執  行  委  員	 小寺　忠則（神戸ブロック・神戸市職労）
　　同 	 北川　寿一（播磨ブロック・稲美町職）
　　同 	 宮本　義之（播磨ブロック・たつの市労連）
　　同 	 山本　陽一（但馬丹波ブロック・豊岡市職労）
　　同 	 植田　裕子（阪神淡路ブロック・尼崎競艇労組）
　　同 	 奥　　博之（神戸ブロック・神戸交通労組）
　　同 	 秦　　信昭（直轄ブロック・直属支部）

16
人
の
代
議
員
が
討
論
で
各
議
案
を
補
強

　

55
歳
昇
給

停
止
制
度
の

撤
廃
に
向
け

た
協
議
を
報

告
し
、「
年
齢
に
関
係
な
く
意

欲
を
保
て
る
賃
金
体
系
を
」
と

訴
え
た
。
ま
た
、
委
託
化
で
69

歳
の
組
合
員
が
雇
い
止
め
通
告

を
受
け
た
事
例
を
紹
介
し
、「
合

理
化
の
名
で
人
を
切
る
な
」
と

抗
議
。
公
正
な
処
遇
と
雇
用
安

定
を
求
め
た
。

公
平
な
処
遇
と
雇
用
の
安
定
を

尼　
　

崎  　
　
　
　
　

嘱
託
労
組  

阪
本
代
議
員

国
民
皆
保
険
制
度
の
行
方

国
保
労
組  

松
本
代
議
員

　

短
時
間
労

働
者
へ
の
被

用
者
保
険
拡

大
で
国
保
財

組
は
連
合
・
本
部
と
連
携
し
慎

重
な
制
度
設
計
を
要
求
。
国
民

皆
保
険
を
守
る
た
た
か
い
を
継

続
す
る
と
決
意
し
た
。

経
過
報
告
で
３
人
が
発
言

26
年
度
方
針
・
予
算
・

当
面
闘
に
つ
い
て
の
発
言

制
度
逸
脱
の
危
険

加　

東  　
　
　
　
　

臨
嘱
労  

門
上
代
議
員

た
。
組
合
は
「
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
す
」
と
反
発
。
３
度
交

渉
も
当
局
は
譲
ら
ず
、
実
態
調

査
と
継
続
協
議
で
職
の
整
理
と

組
織
強
化
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
仲
間
を
増
や
し
組
合
強
化

を
は
か
る
。

遇
改
善
を
理

由
に
一
般
事

務
並
み
業
務

が
提
案
さ
れ

予
算
配
分
に
つ
い
て

姫
路
市
職  

山
本
代
議
員

　

方
針
に
あ

る
「
差
別
を

許
さ
な
い
た

た
か
い
」
を

実
際
に
ど
う
実
践
す
る
の
か
。

ま
た
、
予
算
案
で
人
件
費
が
削

減
さ
れ
る
一
方
、
評
議
会
費
が

据
え
置
か
れ
て
い
る
点
に
疑
問

と
し
説
明
を
求
め
る
。

処
遇
改
善
と
公
募
試
験
廃
止

丹　

波  　
　
　
　

臨
職
労  
泉
代
議
員

　

会
計
年
度

任
用
職
員
の

公
募
試
験
制

度
の
廃
止
に

至
っ
た
経
緯
を
報
告
。
粘
り
強

い
交
渉
の
末
、
今
年
７
月
に
任

用
回
数
制
限
の
廃
止
が
実
現
し

た
と
説
明
。
し
か
し
「
処
遇
改

善
は
ま
だ
道
半
ば
」
と
し
、
継

５
期
目
へ
の
支
援
要
請

神
河
町
職  

前
川
代
議
員

　

組
織
内
首

長
で
あ
る
山

名
宗
悟
町
長

の
実
績
を
紹

介
。
11
月
の
町
長
選
で
５
期
目

を
め
ざ
す
山
名
さ
ん
へ
の
支
援

を
呼
び
か
け
、「
労
使
対
等
の

姿
勢
を
貫
く
首
長
を
再
び
」
と

政
治
闘
争
へ
の
協
力
要
請
を
訴

え
た
。

公
営
堅
持
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
あ
り
方

高
砂
市
職  

吉
田
代
議
員

　

高
砂
市
民

病
院
の
経
営

を
「
指
定
管

理
制
」
に
移

行
す
る
市
長
方
針
に
反
対
し
、

「
公
設
公
営
維
持
を
求
め
る
」

と
訴
え
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク

体
制
の
抜
本
的
見
直
し
を
提

案
。「
県
本
部
に
一
元
化
し
、

事
務
を
ス
リ
ム
化
す
べ
き
」
と

述
べ
た
。

評
価
制
度
と
民
間
委
託
へ
の
懸
念

加
西
ク
ロ
ー
バ
ー  　
　
　
　
　

労　
　
　
　
　

組  

古
角
代
議
員

　

労
使
協
議

な
し
に
、
低

評
価
者
が
雇

止
め
さ
れ

た
。「
公
平
・
公
正
」
か
つ
、
雇

用
に
反
映
さ
せ
な
い
評
価
制
度

に
向
け
て
交
渉
中
。
ま
た
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託

方
針
に
対
し
「
食
育
の
意
義
を

踏
ま
え
、
行
政
が
直
接
担
う
べ

き
」
と
訴
え
た
。　

学
童
保
育

現
場
で
の
深

刻
な
人
員
不

足
を
訴
え
た

「
命
を
預
か
る
職
場
で
あ
る
こ

人
員
不
足
と
安
全
確
保

い
た
み
指
労  

西
尾
代
議
員

組
織
強
化
と
広
報
の
重
要
性

三　

田  　
　
　
　
　

市
職
労  

楢
崎
代
議
員

　

加
入
率
低

下
を
背
景

に
「
広
報
に

よ
る
理
解
促

進
」
が
不
可
欠
と
指
摘
。「
思

い
を
伝
え
続
け
れ
ば
、
共
感
の

輪
は
広
が
る
」
と
語
り
、
組
合

の
情
報
発
信
の
強
化
を
訴
え

た
。
ま
た
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
は
、
賃
金
確
保
が
重
要

社
会
的
責
任
を
担
う
組
合
へ

社
保
労
連  　
　
　
　
　

兵　
　

庫  

松
本
代
議
員

　

組
合
が
社

会
的
責
任
を

果
た
す
重
要

性
を
強
調
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
惨
状
に

「
無
関
心
は
加
担
と
同
義
」
と

語
り
、
元
町
駅
前
で
続
け
る
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
を
紹
介
。

「
短
い
時
間
で
も
行
動
す
る
こ

と
が
意
味
を
持
つ
。
平
和
を
次

世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
」
と
力
強

く
訴
え
た
。

組
強
計
画
中
間
総
括
を
補
強

病
院
の
経
営
難
と
単
組
強
化

八
鹿
病
院  　
　
　
　
　

職　
　

組  

村
尾
代
議
員

　

公
立
病
院

の
財
政
悪
化

が
続
く
中
、

今
年
の
確
定

は
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
予

想
。
単
組
強
化
で
は
、
ヨ
ガ
や

三
線
体
験
な
ど
職
場
交
流
を
通

じ
た
「
く
み
か
つ
」
を
紹
介
し
、

「
つ
な
が
り
を
強
め
て
運
動
を

前
に
進
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

担
い
手
不
足
に
危
機
感

加
西
市
職  

稲
木
代
議
員

く
り
の
一
環

で
、
40
代
職

員
を
対
象
に

ラ
ン
チ
会
を

開
催
し
、
組
合
の
意
義
を
直
接

伝
え
た
と
こ
ろ
、
２
人
が
新
た

に
役
員
を
引
き
受
け
た
。「
思

い
を
伝
え
な
け
れ
ば
次
世
代
に

は
つ
な
が
ら
な
い
」
と
強
調
し

た
。

本
部
・
組
織
討
議
案
の

取
り
扱
い
に
対
し
て

丁
寧
な
説
明
と
慎
重
な
検
討
を

県
職
労  

安
田
代
議
員

　

組
合
員
減

少
に
伴
う
財

政
難
を
踏
ま

え
た
中
央
本

部
の
議
案
に
対
し
、「
持
続
可

能
な
財
政
基
盤
の
必
要
性
は
理

解
す
る
が
、
専
従
役
員
を
抱
え

る
単
組
の
実
情
を
踏
ま
え
、
丁

寧
な
議
論
を
」
と
求
め
た
。

魅
力
を
高
め
信
頼
強
化
に

神　

戸  　
　
　
　
　

市
職
労  

長
島
代
議
員

き
上
げ
は
脱

退
を
招
き
か

ね
な
い
」
と

指
摘
。「
説

明
責
任
を
果
た
し
、
組
合
の
魅

力
を
高
め
る
努
力
が
必
要
」
と

訴
え
た
。

負
担
の
公
平
性
に
疑
問

南
あ
わ
じ  　
　
　
　
　

市
職
労  

村
上
代
議
員

　
「
組
合
費

上
納
金
の
引

き
上
げ
は
不

公
平
感
も
あ

る
」
と
述
べ
、「
財
政
状
況
の

丁
寧
な
説
明
と
、
単
な
る
値
上

げ
論
議
に
し
な
い
慎
重
な
対
応

を
」
と
求
め
た
。

　
「
物
価
高
の
中
で
実
質
賃
金

が
上
が
ら
な
い
中
、
組
合
費
引

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と

強
調
。
ま
た
、「
子
ど
も
と
保

護
者
を
支
え
る
仕
事
に
見
合
う

処
遇
を
」
と
訴
え
た
。

　

脱
退
者
の
増
加
と
役
員
不
足

を
課
題
に
あ
げ
た
。
後
継
者
づ

と
述
べ
た
。

執 行 委 員　中野由香理（県職ブロック・兵庫県職労）　
　　同　　　麻生　勇樹（県職ブロック・国保労組）
　　同　　　村上　敏光（神戸ブロック・神戸市職労）
　　同　　　山本由美子（神戸ブロック・神戸市従）
　　同　　　出口　　誠（阪神淡路ブロック・西宮水労）
　　同　　　福永　大吉（阪神淡路ブロック・尼崎市職労）
　　同　　　嶋本　　遼（播磨ブロック・西脇市労連）
　　同　　　長尾　智之（播磨ブロック・相生市労連）
　　同　　　水田　載久（但馬丹波ブロック・香美町職）
　　同　　　村尾　友和（但馬丹波ブロック・八鹿病院職組）
　　同　　　国広　大樹（町職員組合連絡協議会選出・佐用町職）
　　同　　　松本　賀仁（現業評議会選出・神戸市従）	
　　同　　　澤田　拓実（衛生医療評議会選出・豊岡病院労組）
　　同　　　岡田　　大（政府関係労組評議会選出・社保労連兵庫支部）
　　同　　　山本三千子（臨時・非常勤職員等評議会選出・加東市臨嘱労）
　　同　　　今村龍乃介（青年部選出・稲美町職）
　　同　　　澤田　典子（女性部選出・たつの市労連）
　　同　　　安光えみよ（公営競技評議会選出・阪神競走労組）
　　同　　　苅田　洋介（公共サービス民間労組協議会選出・宝塚社協労組）
　　同　　　西川　雅之（全国一般選出・全国一般兵庫労組）
　　同　　　藤野　雄大（都市公共交通評議会選出・神戸交通労組）
　　同　　　荒西　正和（県本部書記局選出・直属支部）
会計監査委員　平田　信夫（阪神淡路ブロック・猪名川町職）
　　同　　　吉田　正人（播磨ブロック・高砂市職）
　　同　　　高木　知宏（但馬丹波ブロック・新温泉町職労）

副執行委員長	
森　 哲二
（兵庫県職労）

副執行委員長	
小原  王之
（神戸市従）

副執行委員長	
戎　　剛
（淡路市職労）

副執行委員長	
三木  大岳
（姫路市職）

書 記 長	
北池  宏光
（神戸市従）

書記次長	
藤田  正也
（直属支部）

執
行
委
員
長

尾
西  

亮
太
郎

（
三
田
市
職
労
）

政
へ
の
影
響
を
警
告
。
国
保
労

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

続
し
て
取
り
組
む
。


